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平成２０年度　庶務事項報告
平成２０年1月1日　から　平成２０年12月31日　まで
種　別 概　   要

1．通常総会 第1号議案「平成19年度事業報告ならびに収支計算書・財産目録」承認の件
3月5日 第2号議案「平成20年度事業計画ならびに収支予算書」承認の件

第3号議案 理事、監事、役員改選の件
（於　東京　恵比寿　サッポロビール(株)　本社講堂）

2．理事会 第1号議案　公益法人改革等に向けた基本方針、体制の件、（総会議案の件）
2月13日 第2号議案　理事、役員人事の件

第3号議案　管理部会、新事業部会、既存事業部会幹事承認の件
第4号議案　新入会員審査の件
第5号議案　平成20年「新年交礼会」開催結果の件
（於　北海道東京事務所　会議室）

4月16日 第１号議案　公益法人改革等に向けた今年度事業について
１．管理部会報告　北海道支部についての下記打ち合わせ内容が報告された。
（１）平成20 年事業について
a 北海道から 東京に向けて発信すべき情報、事柄を把握し、本部に伝達する。
b 当面次の事柄について情報の詳細を踏まえ、社団としての共催、支援などの可否に
ついて本部と協議する。
①「住んでみたい北海道推進会議」が平成20 年度秋以降に主催し、実施する東京で
のイベント、「北海道フェアーIN 東京」について
②夏休みに「北海道自然の村」が豊富町、様似町の道内2 カ所で開村する「サロベツ
自然の村」「アポイ自然の村」（おおむね８泊程度各30 名程度の募集）の行事につ
いて
（２）支部組織の整備
平成20 年度事業計画として設置が決まった「北海道支部」の組織整備を図る。具体
的には道内に事業所を持つ会員の名簿を整備し、支部組織の拡充を図る。
なお、支部事務所は、当面、JR 北海道本社内に置く。
理事会で設立日や所在地をきめ支部設立決議をおこなう。サミットやオリンピック
終了後の9 月26 日に設立セレモニーを行うこととする。
詳細については、北海道支部長と打ち合わせて推進する。
２． 既存事業部会報告
北海道のパンフレットや会報をおく「ラック」のコンテンツ収集やラック設置場所
の確保を北海道支部や新事業部会にお願いして会員外への情報発信をおこない公益
といえる事業の推進を図りたい。
道産子の会は食を中心におき、北海道と他の都府県（ゲスト）とのコラボレーショ
ンを検討し道内のみではなく外に開かれたイベントとし公益性を強める。
３． 新事業部会報告
既存事業部会からの「コンテンツ選定、ラック設置等のシステム化のお願い」につ
いては承知した。
総論段階から今後は、各論・実施にむけ議論する。既存事業の「事業計画」につい
ても新事業の立場から議論しており親睦会についても公益性の観点を織り込んだ活
動を提案したい。
（於　北海道東京事務所　会議室）

－1－



種　別 概　   要
6月18日 第1号議案 管理部会報告（公益法人改革等に向けた今年度事業について　ほか）

1. 公益事業の事業区分について
下記事業区分ごとに事業区分、収支をとりまとめ収支相償試算の試行を行う。
　(1) 会報、パンフレット、マスメディア、IT（HP 等）等のメディアを活用した、
北海道に関する事項の普及啓発
　(2) 交流の夕べ、道産子の会、新年交礼会等の人的関係を活用した、北海道に関す
る事項の普及啓発
　(3) 講演会、調査研究、相談助言等の専門性を要する公益活動
2. 「社団法人北海道倶楽部」名義での、活動と名刺使用について
3. 社団法人北海道倶楽部の後援名義の使用承認について
4. 北海道東京事務所建て替え計画に対する「意見書」の提出について
5. 北海道倶楽部創立６０周年（戦後昭和２３年再組織化から）ほかについて
　1 北海道支部設立を６０周年記念事業と位置づける。本年度の道産子の会でも
アッピールする。
　2 昭和初期の資料をふくめ、過去の貴重な記録等（名簿、会報ほか）をデジタル化
しＣＤもしくはＤＶＤを作成のうえ頒布する。
　3北海道倶楽部のロゴを作成する。会員から公募（当選者に記念品）
　4 記念の年であり、本年の名簿発行はおこなう。
第２号議案 既存事業部会報告
①「交流の夕べ」について
・テ－マ : 「ふるさと納税制度のキャンペ－ン」
※先着150 名程度。新聞への掲載、インタ－ネット等を活用し広く一般に参加を呼
びかける。
②「道産子の会」について
北海道からのテーマ案「移住・自然の村」等について、今後検討
※新聞への掲載、インタ－ネット等を活用し広く一般に参加を呼びかける。
③「座談会、討論会」について
・当クラブ会員の自治体と、道外に情報発信、アッピールしたいキャンペーン、自
治体の抱えている問題、北海道倶楽部への要望などについて懇談会を開催する。
④広報関係（記者懇話会）について
第３号議案 新事業部会報告
情報発信の方法、ラック配置先等
北海道庁より「ふるさと納税」制度のお願い
北海道倶楽部の「ふるさと納税」制度対応方針について
会員募集＆新規会員、正会員と維持会員、倶楽部のHPについて
第４号議案 北海道支部報告　現況報告
第５号議案 新入会員審査の件
第６号議案 その他
1. トヨタ自動車「張会長」講演会実施報告
日 時： 平成２０年５月２１日１４時       参加者： 約１６０名
後 援： 北海道、北海道洞爺湖サミット道民会議、東京都千代田区
公益事業と位置づけ行政の後援を得たうえ、聴講者は一般から広く募集するため、
読売新聞等に後援会の案内を掲載した。ホームページで申込出来るようにした。
プレスリリースを発行し取材に１３社来訪。北海道新聞、読売新聞に記事掲載
（於　北海道東京事務所　会議室）
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種　別 概　   要
8月29日 第１号議案　札幌市に北海道支部をおく件

１． 本件は、本年3 月の総会で承認済みである。所在地等が決定したので、
当倶楽部の定款第3条に基づき理事会の議決を求めるものである。
２． 支部の責任者、所在地
北海道の責任者 理事（副会長兼北海道支部長）小池 明夫
北海道支部の所在地 札幌市中央区北１１条西１５丁目
３． 設立式典について
設立・式典開催の主旨
公益活動の強化を図る観点から、北海道のニーズや会員動向等の情報収集を行う
ことにより東京地区への情報発信をすると共に、会員増加と更なる活動の充実を
図るため、再組織化から六十周年を迎える今年、「北海道支部」を開設する。
日 時 平成20 年9 月26 日（金）17 時から   場 所 センチュリーロイヤルホテル
第２号議案 「交流の夕べ」開催と「ふるさと北海道応援サポーター」の件 　報告
１．キャンペーン 「ふるさと納税で北海道を応援！」
7 月29 日銀座ライオン7 丁目店において開催　　　参加者119 名
２．高橋北海道知事より倶楽部が「ふるさと北海道応援大使館」と位置づけられ岡
村副理事長兼新事業部会長が「ふるさと北海道応援大使」（初代）に任命され、爾
後大使は「ふるさと北海道応援サポーター（仮称）」を任命、知事がこれを認証す
るという仕組みが出来た。詳細は今後北海道と協議する。

第３号議案 新入会員審査の件
第４号議案 理事交代の件
第５号議案 第45 回「道産子の会」開催の件
既存事業部会において下記の主旨で実施、検討中です。ご承認ください。
公益事業として公益目的キャンペーンの検討
他の都府県との交流（本年は宮崎県の同様の催事と相互招待）について検討
開催 10 月24 日（金）ウエスティンホテル東京
その他の事項は例年と同様に実施する予定
（於　北海道東京事務所　会議室）

10月15日 第１号議案 既存事業部会報告
(1) 道産子の会開催について
配付資料（第四十五回「道産子の会」開催のご案内（郵送約1,700 通、HP、新
聞でも告知）、第45 回「道産子の会」進行予定表）
配付資料により報告
(2) 「自治体懇談会」開催について
配付資料（「自治体懇談会」開催のご案内）
配付資料により報告
(3) メディア懇談会開催のご報告
配付資料（「自治体懇談会」開催のご案内、メディア懇談会 出席者名簿）
配付資料により報告
第２号議案 新事業部会報告
(1) 道産子の会－ふるさと納税対応について－
配付資料（ふるさと北海道応援大使館「大使館員」の公募について）
配付資料により報告
・3 万円以上の寄附をした人には5 千円の寄附者自己負担に見合う、5 千円相当
のカタログギフトを北海道倶楽部から贈呈（公益事業費予算）
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種　別 概　   要
・道産子の会以後も同様に対応したい。
(2) 「住んでみたい北海道」推進会議への応援について
6 月理事会で小池副会長兼北海道支部長から説明 あ た同会議 応援・6 月理事会で小池副会長兼北海道支部長から説明のあった同会議の応援
・道産子の会で同会議の小池会長代理のスピーチとチラシ配布
・同会議がコーディネートする「ちょっと暮らし」体験ツアーの費用を負担する
(3) 北海道倶楽部の公益事業について道民の提案を募集する
・新聞広告を企画。（公益事業費予算）
・北海道倶楽部の知名度上昇もはかる。
公益事業に第3 者の提案を取り入れる・公益事業に第3 者の提案を取り入れる。
・選考委員が優れた提案を選んで、表彰式を行う。
(4) 情報ラックの設置を試行する。（当面の対応）
･ラックを100 個購入し、ラック添付用用紙を作成した。
配付資料（北海道情報ラック）
・当該情報ラック設置場所を依頼した担当者が設置場所に合わせた内容のコンテ
ンツ（含む倶楽部会報）を北海道事務所１F のパンフレット置き場から選定のンツ（含む 倶楽部会報）を北海道事務所１F のパンフレット置き場から選定の
上、当該設置とコンテンツ入れ替えに対応する
・試行での、経験等を踏まえ、今後のシステムを検討する。
・道産子の会でラックの見本を置き、設置場所募集等の広報活動を行う。
第３号議案 管理部会、北海道支部報告
1. 北海道支部設立について
(1) 設立式典について(1) 設立式典について
(2) 北海道支部事務所契約等について
・北海道旅客鉄道本社と使用貸借契約を締結した。
2. 北海道倶楽部のロゴ決定について
SINCE は創立年、再組織後の設立は昭和23 年（1948）
適宜、下部に標語（例 「北海道倶楽部設立60 周年」）他を入れても可

北海道倶楽部設立60 周年

第４号議案 役員辞任、新入会員審査の件
平成20 年9 月1 日中島巖理事辞任平成20 年9 月1 日 中島 巖 理事辞任
入会申込 別紙記載のとおり
（於　北海道東京事務所　会議室）
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種　別 概　   要

12月17日 第１号議案 平成20年度庶務事項報告、事業報告、会員異動状況、決算
（いずれも、案） （総会議案）
配付資料により報告
第２号議案 　平成21年度事業計画について
平成20年度と同様のコンセプトにて各部会で検討中である。
ふるさと納税等本年度開始したキャンペーンは継続実施する。
平成21年度は、現実化に向け、実施体制の確立に力を入れる

第３号議案　 公益社団法人認定にむけた対応について
  11月21日に国土交通省検査が実施された。旧主務官庁の指摘事項を速やか
に解消しなければ公益認定はされないことになっている。

第４号議案 平成21年新年交礼会開催の件（ふるさと納税のキャンペーン実施）
第５号議案 新聞広告の件
  新事業部会で検討し下記の案がまとまった。
・北海道支部の公益活動対応として別紙の案（名前は仮設定）を基本に、道新に
掲載予定

第６号議案 役員辞任、新入会員審査の件
第７号議案 その他
1. 東京事務所建て替えについて
2. 次回2月理事会は12日の予定
3. 以後の理事会予定

3.理事 公益社団法人化に向けて理事懇談会を開催
懇談会 （於　恵比寿　ライオン）
5月21日
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平成２０年　事業報告
平成２０年1月1日　から　平成２０年12月31日　まで
種　別 内　　　　　　　容
１．出　版 会報　611号から621号まで発行（毎月1日　但し2月1日号は休刊）

会員以外の一般配布試行

２．北海道情報ラック 北海道情報のパンフレットなどを入れた情報ラックの配布、設置を開始
会報の一般配布にも活用

３．ふるさと納税促進 ふるさと納税者への「大使館員任命証」「カタログギフト」贈呈制度創設
会報、道産子の会や交流会キャンペーンで広報

４．講演会 演題　「環境問題について」－洞爺湖サミットを控えて
5月21日 講師　トヨタ自動車株式会社

　　　会長　　張　富士夫氏
後援　「北海道洞爺湖サミット道民会議」「北海道」「東京都千代田区」
（於　東京　恵比寿　サッポロビール　本社講堂）

５．懇談会 メディア懇談会
9月9日 参加者　全国紙を含むメディア９社

　　　　　（社）北海道倶楽部　役員、既存事業部会幹事
（於　北海道東京事務所）

自治体懇談会
11月28日 参加者　会員自治体（１２自治体参加）

　　　　　（社）北海道倶楽部　役員、既存事業部会幹事
（於　北海道東京事務所）

６．協賛ほか 第５２回道産子サッポロビール会　後援

5月15日 （協賛　サッポロビール㈱　於　椿山荘）

10月３～５日 北海道フェアin代々木　協賛
（協賛　北海道ふるさと会連合会ほか　於　代々木）

７．キャンペーン・
情報交流・交歓会 平成２０年新年交礼会

1月18日 （於　ホテルニューオータニ「麗の間」）

7月29日 第１２回北海道倶楽部交流の夕べ
ふるさと納税キャンペーン、ふるさと北海道応援大使任命（知事より）
（於　銀座ライオン7丁目店）

9月26日 北海道支部開設記念式典
北海道応援キャンペーン、ふるさと北海道応援大使館活動の広報
（於　センチュリーロイヤルホテル）

10月24日 第４５回「道産子の会」
ふるさと納税キャンペーン、応援大使館員任命（知事より）
ちょっと暮らしキャンペーン、体験ツアー協賛
宮崎県関係者と交流
（於　ウエスティンホテル東京）
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報
を
広
く
首
都

圏
の
人
に
知

て
も
ら
う
た

め

毎
月
発
行
し
て
い
る
会
報

や
食

観
光
な
ど
の
パ
ン
フ
レ

ト
を
入
れ
た
「
北
海
道
情
報

ラ

ク
」
を
都
内
各
所
に
配
置

す
る
こ
と
に
し
た

こ
れ
は
公
益
事
業
推
進
の
一

環
と
し
て
行
う
も
の
で

北
海

道
の
「
優
れ
も
の
」
を
首
都
圏

で
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
に
よ
り

北

海
道
の
活
性
化
に
貢
献
す
る
の

が
目
的
だ

ラ

ク
を
置
く
の
は
都
内
の

飲
食
店

会
員
企
業
の
食
堂

ロ
ビ

な
ど

で

十
月
は
と

り
あ
え
ず
十
カ

所
程
度
に
配
置

し
た

今
後
順

次
増
や
し

最

終
的
に
は
百
カ

所
に
す
る
予
定

だ

ラ

ク
に
入
れ
る
の
は
会
報

の
ほ
か
食

観
光

暮
ら
し

イ
ベ
ン
ト
な
ど

道
内
自
治
体

や
観
光
団
体
が
作
成
し
た
パ
ン

フ
レ

ト

チ
ラ
シ
類

会
報

は

札
幌
の
北
海
道
支
部
が
収

集
し
た
情
報
を
中
心
に
編
集
す

る

◆

◆

◆

倶
楽
部
で
は
情
報
ラ

ク
を

置
い
て
い
た
だ
け
る
企
業

飲

食
店
を
求
め
て
い
ま
す

ま
た

Ｐ
Ｒ
等
の
た
め
ラ

ク
に
入
れ

た
い
パ
ン
フ
レ

ト
な
ど
が
あ

れ
ば
倶
楽
部
事
務
局（

０
３

・
３
５
８
１
・
４
０
２
１
）
ま

で
ご
連
絡
下
さ
い

各
種
北
海
道
情
報
が
入

た
「
情
報
ラ

ク
」

道
内
の
優
れ
も
の
Ｐ
Ｒ

ふるさと北海道応援大使館「大使館員」の公募と「ふるさと納税」について

申込書に記入し、「大使館（北海道倶楽部）」にお出しいただき、応募できます。
応募される方は道外自治体に住民税を納めている方です。
応募された方には、「大使館員」の任命証を北海道より交付します。（後日郵送）
ギフト贈呈の要件
応募された方が、大使館の仲介により、道内自治体に3万円以上の寄附をし、納付書のコ
ピーが大使館に届くか、寄附先から確認の書面が大使館に届き寄附が確認された場合、
大使館より北海道産品の「カタログギフト」（5千円相当）を贈呈します。

大使館員公募とは（募集の主旨）　本来北海道のPRや応援をするのが目的であるが今回の募集は以下の主旨

「ふるさと納税制度」を使って、道内自治体に寄付する方を大使館が仲介します。
「大使館員」の任命証の交付（北海道より）とギフトの贈呈（大使館より）が行われます。

大使館 大使館員

応募は原則、応募用郵便はが
きによる
道外自治体に住民税を納めて
いる方が応募できる

北海道 道内自治体

北海道

連
絡

送
付

連絡調整

手続き等の説明
納付書等の送付
領収証明書等の送付

寄
附
申
込
金融機関

寄
附

大使館員の任命証交付

確
定
申
告

軽
減
還
付

税務署

住民税の
軽減
所得税の
軽減・還
付等

ギフト（5千円相当）

仲
介

１．申込書に記
入し、北海道倶
楽部にお出しく
ださい。

２．　ご希望の
道内自治体に仲
介します。
自治体から手続
き等の連絡が行
きます。

３．連絡を受け
た内容の手続き
をしてください。

確定申告により、所得税・住民税が還付、軽減されます。
〔住民税（所得割）額の一割程度までの寄附については　(寄附額ー5千円)　が軽減される〕
このため、税の軽減額の上限までの寄附は、自らの納めるべき納税額の一部を寄附に充てたことになります。
自らの納めるべき納税額の一部を、ふるさとへの寄附に充てたのと同様なことから「ふるさと納税」制度と呼
ばれています。
税の軽減額の概算計算は、多くの自治体のホームページで可能になっています。ご照会ください。

任
命
証

(東京事務所）

（北海道倶楽部）

(北海道、市町村）

応募
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北
海
道
倶
楽
部
の
特
別
講
演

会
（
北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ

ト

道
民
会
議

東
京
都
千
代
田
区

後
援
）
が
五
月
二
十
一
日

ト

ヨ
タ
自
動
車
の
張
富
士

夫
会
長
を
講
師
に
迎
え

て
東
京
・
渋
谷
区
の
サ

ポ
ロ
ビ

ル
本
社
講

堂
で
開
か
れ
た

張
氏
は
「
技
術
開
発

に
よ
り
環
境
問
題
を
克

服
し
な
い
限
り
自
動
車

産
業
の
将
来
性
は
な
い
」

と
強
調
し
た
う
え

今

後
の
課
題
と
し
て

Ｃ

Ｏ
２

排
出
量
の
削
減

大
気
汚

染
対
策

エ
ネ
ル
ギ

へ
の
対

応
策
―
の
三
点
を
あ
げ
た

ト
ヨ
タ
は
十
六
年
前
に
苫
小

牧
に
工
場
を
造
り

現
在
は
五

工
場
が
稼
動
す
る
ま
で
に
成
長

し
た

ト
ヨ
タ
の
北
海
道
で
の

シ

ア
は

全
国
よ
り
３

４
％
高
く
「
北
海
道
に
立
地
し

て
良
か

た
と
思

て
い
る
」

と
語

た

な
お
こ
の
特
別
講
演
会
は
倶

楽
部
が
公
益
事
業
と
し
て

環

境
が
主
な
テ

マ
の
「
北
海
道

洞
爺
湖
サ
ミ

ト
」
支
援
の
た

め
開
い
た
も
の
で

会
員
以
外

に
も
聴
講
を
呼
び
掛
け
た

報

道
関
係
十
二
社
も
取
材
に
訪
れ

た

北
海
道
倶
楽
部
特
別
講
演
会
開
く

講
師
に
ト
ヨ
タ

自
動
車

張
富
士
夫
会
長

環
境
問
題
克
服
が
成
長
の
か
ぎ

講
演
要
旨

今
後
も
成
長
産
業

ト
ヨ
タ
は
昨
年
世
界
で
九
百

三
十
七
万
台
の
新
車
を
販
売
し

た

今
年
は
九
百
八
十
五
万
台

に
な
る
見
通
し

我
々
に
と

て
自
動
車
は
ま
だ
売
れ
る
の
か

と
い
う
こ
と
が
最
大
関
心
事
だ

車
の
保
有
は
国
に
よ

て
ば

ら
つ
き
が
あ
り

今
後
は
ロ
シ

ア

中
国

イ
ン
ド
な
ど
で
需

要
が
伸
び
る

世
界
全
体
の
保

有
も
今
の
九
億
台
か
ら
二
〇
一

五
年
に
は
十
一
億
台
に
な
る
と

も
言
わ
れ
る

こ
の
点
か
ら
自

動
車
は
成
長
産
業
と
い
う
見
方

が
で
き
る

生
き
残
り
の
条
件

し
か
し
今
後
は
環
境
問
題
を

克
服
し
な
い
と
自
動
車
産
業
の

未
来
は
な
い

技
術
開
発
を
ど

こ
ま
で
や
れ
る
か

そ
れ
が
生

き
残
り
の
条
件
だ

自
動
車
産
業
に
と

て
三
つ

の
課
題
が
あ
る

Ｃ
Ｏ
２
排
出

量
の
削
減

大
気
汚
染
対
策

エ
ネ
ル
ギ

対
応
だ

自
動
車

産
業
と
し
て
は
燃
費
の
向
上

製
造
工
程
を
含
め
た
Ｃ
Ｏ
２

削

減
が
大
事
だ

大
気
汚
染
に
つ
い
て
は
デ

ゼ
ル
車
な
ど
か
ら
の
排
ガ
ス

を
ど
れ
だ
け
ク
リ

ン
に
で
き

る
か
だ

エ
ネ
ル
ギ

対
応
に

つ
い
て
は

バ
イ
オ

水
素

燃
料
電
池
な
ど
代
替
エ
ネ
ル
ギ

の
開
発
に
取
り
組
ん
で
い

る

し
か
し
環
境
対
応
に
は
多

額
の
費
用
が
か
か
る

Ｃ
Ｏ
２

の
規
制
は
ヨ

ロ

パ
で
厳
し
い

ヨ

ロ

パ
で

は
一

走

た
と
き
の
排
出
量

を
今
年
中
に
１
４
０

以
下
に

す
る
が

日
本
車
も
来
年
で
の

達
成
が
自
主
合
意
さ
れ
て
い
る

こ
れ
ま
で
Ｃ
Ｏ
２

削
減
の
た

め
に
我
々
は
ハ
イ
ブ
リ

ド
技

術
の
開
発
に
力
を
入
れ
て
き

た

二
〇
一
〇
年
代
の
早
い
時

期
に

世
界
で
年
間
百
万
台
販

売
の
実
現
を
目
指
し
て
い
る

サ
ミ

ト
に
期
待

今
後
の
環
境
対
策
で
決
め
手

は
何
か

本
命
は
は

き
り
し

な
い

だ
か
ら
広
範
囲
の
研
究

開
発
に
取
り
組
ま
ざ
る
を
得
な

い

ト
ヨ
タ
は
年
間
九
千
億
円

の
う
ち
多
く
を
開
発
費
に
注
ぎ

込
ん
で
い
る

中
国

イ
ン
ド

な
ど
に
環
境
技
術
を
移
転
し
て

地
球
全
体
の
Ｃ
Ｏ
２

を
減
ら
す

枠
組
み
実
現
に
つ
な
げ
た
い

環
境
と
経
済
成
長
と
の
両
立

が
大
事
だ

北
海
道
洞
爺
湖
サ

ミ

ト
が
成
功
し

ポ
ス
ト
京

都
議
定
書
の
ス
タ

ト
と
な
る

方
向
性
が
出
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
る
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倶楽部に助言、直言
初のメディア懇談会開く

北
海
道
倶
楽
部
の
在
り
方
に

つ
い
て
意
見
を
聞
く
初
の
メ
デ

ア
懇
談
会
が
九
月
九
日

北

海
道
東
京
事
務
所
会
議
室
で
開

か
れ
た

初
め
に
倶
楽
部
の
西
村

香

西
両
副
理
事
長
が
「
北
海
道
倶

楽
部
は
公
益
的
活
動
を
拡
充
さ

せ
る
た
め
札
幌
に
支
部
を
開
設

し
た

倶
楽
部
の
今
後
の
在
り

方
に
つ
い
て
意
見
を
聞
か
せ
て

ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ

こ
れ
に
対
し
て
メ
デ

ア
側

か
ら
「
北
海
道
の
ブ
ラ
ン
ド
力

は
素
晴
ら
し
い
の
で

こ
れ
を

生
か
す
方
法
を
考
え
て
は
」

「
北
海
道
新
幹
線
が
開
業

す
れ
ば

東
北
と
の
連
携

が
重
要
に
な
る
」「
北
海

道
は
千
歳
空
港
が
元
気

だ

お
み
や
げ
に
魅
力
が

あ
る

首
都
圏
の
人
に
い

ろ
ん
な
呼
び
掛
け
が
で
き

る
の
で
は
な
い
か
」「
倶

楽
部
は
こ
れ
ま
で
経
営
者

中
心
の
運
営
だ

た

会

員
相
互
の
交
流
だ
け
で
は

将
来
が
見
え
て
こ
な
い

こ
れ
か
ら
何
を
す
る
の
か
明
確

な
姿
勢
を
打
ち
出
す
べ
き
だ

会
報
も
東
京
の
ふ
る
さ
と
会
会

員
に
配
布
す
る
な
ど
配
布
先
を

拡
充
す
べ
き
だ
」
な
ど
の
意
見

が
出
さ
れ
た

こ
う
し
た
意
見
を
受
け
て
西

村
副
理
事
長
は
「
倶
楽
部
が
財

界
中
心
の

友
の
会

的
存
在

で
は
公
益
社
団
法
人
と
し
て
認

め
ら
れ
な
い

今
が
見
直
し
の

良
い
機
会
だ
」
と
述
べ
た

メ
デ

ア
側
の
出
席
九
社
次

の
通
り

十
勝
毎
日
新
聞

苫
小
牧
民

報

北
海
道
新
聞

室
蘭
民

報

札
幌
テ
レ
ビ

北
海
道
テ

レ
ビ

北
海
道
放
送
の
各
東
京

支
社

朝
日
新
聞
社

日
本
経

済
新
聞
社

九社を招いて開かれたメディア懇談会

北
海
道
倶
楽
部
は

道
内
の

会
員
自
治
体
が
倶
楽
部
役
員
ら

と
意
見
交
流
す
る
初
の
自
治
体

懇
談
会
を
十
一
月
二
十
八
日
午

後
三
時
か
ら

東
京
・
永
田
町

の
道
東
京
事
務
所
四
階
会
議
室

で
開
く

出
席
者
の
交
通
費

宿
泊
費
は
倶
楽
部
が
全
額
負
担

す
る北

海
道
倶
楽
部
に
は
現
在

道
と
道
内
二
十
二
市
町
の
計
二

十
三
自
治
体
が
加
入
し
て
い
る

が

東
京
に
事
務
所
を
置
く
自

治
体
が
一
部
の
市
に
限
ら
れ
て

い
る
こ
と
も
あ
り

こ
れ
ま
で

会
員
自
治
体
同
士
が
集
ま
る
機

会
が
な
か

た

そ
ん
な
な
か
で
開
か
れ
る
自

治
体
懇
談
会
は

会
員
市
町
と

道
の
担
当
者
が
東
京
で
初
め
て

一
堂
に
会
す
る
場
と
な
る

一

方

公
益
法
人
の
認
定
を
目
指

し
て
北
海
道
に
貢
献
す
る
活
動

を
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
強
め
る
北

海
道
倶
楽
部
に
と

て
は

会

員
自
治
体
に
エ

ル
を
送
り

地
域
の
発
展
を
応
援
す
る
新
た

な
取
り
組
み
と
な
る

当
日
は
倶
楽
部
へ
の
要
望

助
言

北
海
道
や
地
域
の
発
展

に
関
す
る
提
言
な
ど
を
中
心
に

幅
広
く
意
見
交
換
す
る

初
回

の
内
容
次
第
で
今
後

定
期
的

に
懇
談
会
を
開
催
す
る
こ
と
も

検
討
す
る

北
海
倶
楽
部
の
会
員
自
治
体

は
次
の
通
り
（
道

市

町
別

に
五
十
音
順
）

岩
見
沢
市

帯
広
市

釧
路

市

札
幌
市

千
歳
市

苫
小

牧
市

根
室
市

登
別
市

函

館
市

深
川
市

室
蘭
市

留

萌
市

稚
内
市

浦
河
町

え

り
も
町

奥
尻
町

音
更
町

知
内
町

津
別
町

豊
浦
町

森
町

蘭
越
町

北
海
道

会
員
市
町
を
東
京
に
招
く

ふ
る
さ
と
発
展
な
ど
テ

マ
に

１１
月
２８
日
初
の
自
治
体
懇
談
会

北海道倶楽部
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第
五
十
二
回
「
道
産
子
サ

ポ
ロ
ビ

ル
会
」（
協
賛
・
サ

ポ
ロ
ビ

ル

後
援
北
海

道
倶
楽
部
）
が
五
月
十
五
日

北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ

ト
の
成

功
を
願

て
東
京

文
京
区
の

椿
山
荘
で
約
五
百
五
十
人
が
参

加
し
て
開
か
れ
た

サ
ミ

ト
開
催
地
の
胆
振
管

内
市
町
村
と

隣
接
す
る
後
志

管
内
市
町
村
が

協
力
し
て

地

元
特
産
の
新
鮮

な
食
材
を
提
供

し
た会

は
午
後
六

時

北
海
道
ふ

る
さ
と
会
連
合

会
の
楢
木
秀
雄

会
長
の
開
会
宣

言

サ

ポ
ロ

ホ

ル
デ

ン

グ
ス
の
村
上
隆

男
社
長
の
乾
杯

の
音
頭
で
始
ま

た会
場
の
テ

ブ
ル
に
は
サ

モ
ン

ウ
ニ

ホ
タ
テ
の
握
り
寿
司
な
ど
胆

振

後
志
の
食
材
を
使

た
料

理
が
並
び

壮
瞥
町
特
産
で
大

粒
の
「
け
ん
た
ろ
う
い
ち
ご
」

は
ア

と
い
う
間
に
な
く
な

た

た
白
老
牛
の
し

ぶ
し

ぶ

糠
ニ
シ
ン
の
三
平
汁
（
余

市
町
）
宗
八
カ
レ
イ
の
唐
揚

げ
（
伊
達
市
）
な
ど
特
産
料
理

コ

ナ

に
は
長
い
行
列
が
で

き
た
ほ
ど
の
人
気
を
呼
ん
だ

も
ち
ろ
ん
サ

ポ
ロ
ビ

ル

や
ワ
イ
ン
は
飲
み
放
題

会
場

が
熱
気
に
包
ま
れ
る
中

倶
知

安
町
の
「
羊
蹄
太
鼓
保
存
会
・

鼓
流
」
に
よ
る
太
鼓
が
演
奏
さ

れ
た

メ
ン
バ

は
女
性
一
人

を
交
え
た
六
人

勇
壮
な
動
き

と
響
き
が
会
場
を
魅
了
し
た

最
後
は
恒
例
の
大
抽
選
会

サ

ポ
ロ
ビ

ル
一
年
分

Ｊ

Ｒ
北
海
道
の
旅
行
券
（
五
万
円

相
当
）
エ
ア
・
ド

の
東
京

―
札
幌
ペ
ア
チ
ケ

ト

ホ
テ

ル
ペ
ア
宿
泊
券
な
ど
豪
華
賞
品

の
当
選
が
発
表
さ
れ
る
ご
と

に

あ
ち
こ
ち
で
ど
よ
め
き
と

拍
手
が
起
き
て
い
た

北
海
道
倶
楽
部
か
ら
は
栗
山

町
で
日
原
和
夫
さ
ん
（
北
海
道

倶
楽
部
会
員
）
が
栽
培
す
る

「
日
原
メ
ロ
ン
」
大
玉
二
個
二

人
分
が
提
供
さ
れ
た
「
日
原

メ
ロ
ン
」
は
贈
答
用
に
最
適
と

評
価
が
高
い

午
後
八
時
過
ぎ

に
閉
会

帰
り
に

は
サ
ミ

ト
記
念

の
サ

ポ
ロ
ク
ラ

シ

ク

洞
爺
湖

温
泉
の
「
わ
か
さ

い
も
」
な
ど
が
入

た
お
土
産
袋
が

手
渡
さ
れ
た

会

場
の
外
に
設
け
ら

れ
た
物
産
販
売
コ

ナ

の
特
産
品

は
完
売
と
な

た

特
産
料
理
コ

ナ

に
は
行
列
が
で
き
た

サ
ミ

ト
成
功
を
願

て

胆
振
後
志
各
市
町
村
が
協
力

第
５２
回「
道
産
子
サ

ポ
ロ
ビ

ル
会
」開
く

豪
華
景
品
の
抽
選
に
沸
く

勇壮な動きで会場を魅了した「羊蹄太鼓・鼓流」

北
海
道
フ

ア
に
２０
万
人

「
ふ
る
さ
と
会
」主
催
２
年
目

北
の
大
地
の
味
覚
や
産
品
を

一
堂
に
集
め
た
「
北
海
道
フ

ア
・
イ
ン
・
代
々
木
」
が
十
月

三
―
五
日

渋
谷
区
の
代
々
木

公
園
Ｂ
地
区
広
場
で
開
か
れ

三
日
間
で
約
二
十
万
人
が
参

加

食
べ
歩
き
や
産
直
コ

ナ

で
の
買
い
物
を
楽
し
ん
だ

北
海
道
フ

ア
は
今
年
が
二

十
回
目

昨
年
か
ら
は

首
都

圏
に
住
む
道
内
各
市
町
村
出
身

者
で
つ
く
る
北
海
道
ふ
る
さ
と

会
連
合
会
な
ど
が
主
催

北
海

道
倶
楽
部
も
協
賛
し
て
い
る

同
連
合
会
が
開
設
し
た
産
地

直
送
コ

ナ

の
農
水
産
品
や

加
工
食
品
の
出
店＝

写
真＝

を

は
じ
め

本
場
の
ラ

メ
ン
な

ど
を
味
わ
う
グ
ル
メ
ゾ

ン

北
海
道
倶
楽
部
の
会
報
も
置
か

れ
た
道
の
観
光
コ

ナ

な
ど

も
人
だ
か
り
が
で
き
て
い
た

初
め
て
生
乳
な
ど
を
直
販
し
た

帯
広
の
酪
農
家
は
「『
お
い
し

い
』
の
言
葉
が
う
れ
し
か

た
」
と
満
足
そ
う
だ

た
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「今年は北海道の年」 飛躍への期待を込めて
倶楽部新年交礼会に１６０人出席

北
海
道
倶
楽
部
の
新
年
交
礼

会
が
一
月
十
八
日

東
京
・
千

代
田
区
の
ホ
テ
ル
ニ

オ

タ
ニ
で
開
か
れ

約
百
六
十
人

が
出
席
し
た

最
初
に
西
村
守
正
副
理
事
長

（
大
明
相
談
役
）
が

倶
楽
部

が
公
益
法
人
認
定
に
向
け
作
業

を
行

て
い
る
状
況
を
説
明

協
力
を
要
請
し
た

続
い
て
国
土
交
通

省
の
山
本
順
三
大
臣

政
務
官
が
「
今
年
は

サ
ミ

ト
が
開
か
れ

る
な
ど
北
海
道
の
年

だ

北
海
道
の
魅
力

を
世
界
に
発
信
で
き

る
よ
う
支
援
し
た

い
」
と
あ
い
さ
つ

ま
た
近
藤
光
雄
道

副
知
事
が
「
北
海
道

で
は
自
動
車
関
連
工

場
の
立
地
な
ど

明

日
に
つ
な
が
る
動
き

が
活
発
化
し
て
い
る

サ
ミ

ト
を
契
機
に
北
海
道
の
魅
力
を

向
上
さ
せ
る
取
り
組
み
に
力
を

入
れ
た
い
」
と
語

た

続
い
て
倶
楽
部
副
会
長
の
竹

鶴
威
氏
（
ニ

カ
ウ
ヰ
ス
キ

相
談
役
）
の
乾
杯
の
音
頭
で
懇

談
に
入

た

会
に
は
道
内
や

首
都
圏
の
有
力
企
業
代
表

自

治
体
代
表

マ
ス
コ
ミ
関
係

者

自
民

民
主
両
党
国
会
議

員
ら
が
顔
を
見
せ
た

竹鶴副会長が「今年は良い年に」と乾杯の音頭

高
橋
知
事
が
交
流
会
で
任
命

「
ふ
る
さ
と
納
税
」で
道
と
連
携

北
海
道
倶
楽
部
「
交
流
の
夕
べ
」
が
七
月
二
十
九
日

ふ
る
さ
と
納
税
キ

ン
ペ

ン

と
銘
打

て
東
京
・
中
央
区
の
銀

座
ラ
イ
オ
ン
七
丁
目
店
で
開
か
れ
た

会
に
は
高
橋
は
る
み
道
知
事
が
出
席
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
へ
の
倶
楽
部
の
協
力
を
要
請

す
る
立
場
か
ら

北
海
道
倶
楽
部
を
今
後
「
ふ
る
さ
と
北
海
道
応
援
大
使
館
」
と
位
置
付
け
る
こ
と
を
表
明

初
代
「
ふ
る
さ
と

北
海
道
応
援
大
使
」
に
倶
楽
部
副
理
事
長
の
岡
村
進
氏
を
任
命
し
た

今
後
北
海
道
倶
楽
部
は
道
と
緊
密
に
連
携
を
取
り
な
が

ら

首
都
圏
の
北
海
道
出
身
者
を
中
心
に
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
を
呼
び
か
け
て
い
く

北
海
道
倶
楽
部
は
六
月
の
理

事
会
で
六
十
周
年
記
念
公
益
事

業
と
し
て
「
ふ
る
さ
と
納

税
」
キ

ン
ペ

ン
を
決
め
た

が
「
北
海
道
応

援
大
使
」「
北
海

道
応
援
大
使
館
」

は

倶
楽
部
の
キ

ン
ペ

ン
に
期

待
す
る
道
が
提

案

実
現
し
た

今
後
岡
村
大
使

が
会
員
の
中
か
ら

数
人
の
「
ふ
る
さ

と
北
海
道
サ
ポ

タ

」（
仮
称
）

を
選
任

大
使

サ
ポ

タ

が
共

に
会
員
や
首
都
圏

居
住
者
に
「
ふ

る
さ
と
納
税
」
の

Ｐ
Ｒ
と
寄
付
を
呼
び
か
け
る

高
橋
知
事
は
大
使
任
命
式
の

あ
と
「
ふ
る
さ
と
納
税
に
ご
理

解
を
い
た
だ
き

ぜ
ひ
皆
さ
ん

北
海
道
サ
ポ

タ

に
な

て
道
や
道
内
市
町
村
を
応
援
し

て
ほ
し
い
」と
あ
い
さ
つ
し
た

「
交
流
の
夕
べ
」
に
は
約
百

二
十
人
が
出
席

午
後
六
時

香
西
慧
副
理
事
長
（
戸
田
建
設

副
社
長
）
の
開
会
宣
言
で
始
ま

た町
村
信
孝
官
房
長
官

鈴
木

宗
男

仲
野
博
子
両
衆
議
院
議

員
の
ほ
か

声
優
の
若
山
弦
蔵

さ
ん
ら
も
顔
を
見
せ
た

町
村
官
房
長
官
は
「
サ
ミ

ト
は
大
成
功
だ

た

札
幌
市

は
冬
季
オ
リ
ン
ピ

ク
で
有
名

に
な

た
が

今
度
の
サ
ミ

ト
で
北
海
道
が
全
世
界
に
知
ら

れ
る
よ
う
に
な

た
こ
と
は
大

き
な
プ
ラ
ス
だ
」
ま
た
鈴
木

代
議
士
は
「
今
の
北
海
道
は
元

気
が
な
い

流
れ
を
変
え
な
け

れ
ば
だ
め
だ
」
と
そ
れ
ぞ
れ
あ

い
さ
つ
し
た

こ
の
ほ
か
ア
ト
ラ
ク
シ

ン

と
し
て
ラ
イ
オ
ン
所
属
の
歌
唱

団
「
ド
リ
ス
デ
ン
」
が
「
夏
の

思
い
出
」「
乾
杯
の
歌
」
な
ど

を
合
唱

こ
の
あ
と
会
員
企
業

提
供
の
景
品
が
当
た
る
抽
選
会

が
行
わ
れ
た

抽
選
会
の
景
品
は
雪
印
乳
業

（
チ

ズ
セ

ト
）
オ
エ
ノ

ン
（
焼
酎

吟
醸
酒
）
サ

ポ
ロ
ビ

ル
（
ビ

ル

ワ
イ

ン
）
札
響
（
東

京
公
演
チ
ケ

ト
）
銀
座
ラ

イ
オ
ン
（
食
事

券
）
日
本
ハ

ム
フ

イ
タ

ズ
（
ロ

テ
戦

チ
ケ

ト
）

亜
璃
西
社
（
出

版
物
）
北
海

道
知
事
（
写
真

集
）
か
ら
提
供

さ
れ
た

「
交
流
の
夕
べ
」
で
岡
村
副
理
事
長
に
「
北
海
道

応
援
大
使
」
の
任
命
証
を
手
渡
す
高
橋
知
事

「
北
海
道
の
た
め
に
頑
張
る
」

岡
村
進
倶
楽
部
副
理
事
長
語
る

「
ふ
る
さ
と
北
海
道
応
援
大

使
」
に
な

た
岡
村
倶
楽
部
副

理
事
長
（
マ
イ
ク
ロ
リ
サ

チ

会
長
・
札
幌
市
出
身
）は「
北
海

道
を
元
気
づ
け
る
た
め
頑
張
り

た
い
」と
次
の
よ
う
に
語

た

「
大
使
就
任
後
東
京
在
住
の

知
人
に
『
ふ
る
さ
と
納
税
』
の

こ
と
を
話
し
た
ら

北
海
道
出

身
者
で
な
い
人
も
協
力
す
る
と

言

て
く
れ
た

た
だ
手
続
き

が
複
雑
な
の
で

寄
付
し
た
い

人
の
利
便
性
を
図
る
に
は
ど
う

す
れ
ば
よ
い
か
倶
楽
部
と
し
て

検
討
す
る

今
後
北
海
道
の
お

役
に
立
つ
よ
う
頑
張
る
」

岡村進氏

道
が
こ
れ
ま
で
に
任
命

ま
た
は
認
定
し
た
大
使

◇
北
海
道
環
境
大
使

道
の
環
境
施
策
を
Ｐ
Ｒ
す
る

た
め
平
成
２０
年
６
月
２
日

よ
さ
こ
い
ソ

ラ
ン
祭
り
の

マ
ス
コ

ト
キ

ラ
ク
タ

「
ヨ
サ
コ
イ
チ

ピ
」を
任
命

◇
北
海
道
新
幹
線
大
使

新
幹
線
の
札
幌
延
伸
に
向
け

た
Ｐ
Ｒ
の
た
め
平
成
１９
年
３

月
１８
日

北
海
道
日
本
ハ
ム

フ

イ
タ

ズ
森
本
稀
哲
選

手
を
任
命

◇
北
海
道
愛
食
大
使

平
成
１８
年
度
か
ら
道
外
の
飲

食
店
の
う
ち
道
産
食
材
に
こ

だ
わ
り

客
に
品
質
の
良

さ

料
理
方
法
な
ど
を
伝
え

る
店
を
北
海
道
応
援
団
と
し

て
愛
食
大
使
に
認
定

現
在

首
都
圏
な
ど
本
州
各
地
に

１
１
６
店

ふ
る
さ
と
納
税

今
年
四
月
に
ス
タ

ト

し
た
制
度

出
身
地
な
ど

応
援
し
た
い
自
治
体
に
寄

付
し
た
あ
と
確
定
申
告
す

る
と
所
得
税

住
民
税
が

軽
減
さ
れ
る

詳
し
い
こ

と
は
道
の
「
ふ
る
さ
と
応

援
窓
口
」
０
３
・
３
５
８

１
・
３
４
１
１
へ

倶楽部会員と談笑する町村官房長官（右）

「
乾
杯
の
歌
」を
歌
う
ド
リ
ス
デ
ン
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パ

テ

は
午
後
五
時
開

会

最
初
に
西
村
守
正
倶
楽
部

副
理
事
長
（
大
明
相
談
役
）
が

「
こ
れ
ま
で
の
倶
楽
部
は
仲
良

し
会
的
な
存
在
だ

た

知
事

の
発
案
で
『
ふ
る
さ
と
応
援
大

使
館
』
が
で
き
た
こ
と
で
も
あ

り

今
後
は
『
ふ
る
さ
と
納

税
』
を
は
じ
め
公
益
的
な
活
動

を
高
め

北
海
道
に
貢
献
し
た

い
」
と
語

た

次
い
で
小
池
明
夫
北
海
道
支

部
長
（
Ｊ
Ｒ
北
海
道
会
長
）
が

「
支
部
と
し
て
北
海
道
活
性
化

の
方
策
を
考
え

そ
の
た
め
の

情
報
を
首
都
圏
に
発
信
し
た

い

食

観
光
『
北
海
道
ち

と
暮
ら
し
』
そ
の
他
の
情

報
を
道
内
の
会
員
か
ら
集
め

支
部
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し

た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
た

こ
の
あ
と
高
橋
は
る
み
知

事

釣
部
勲
道
議
会
議
長
が
別

項
の
よ
う
に
倶
楽
部
の
今
後
に

期
待
す
る
と
あ
い
さ
つ
し
た

ま
た
村
上
隆
男
副
会
長
（
サ

ポ
ロ
ホ

ル
デ

ン
グ
ス
社

長
）
が
「
サ

ポ
ロ
ビ

ル
が

北
海
道
に
生
ま
れ
て
百
三
十
二

年

お
世
話
に
な

た
恩
返
し

に

北
海
道
に
貢
献
す
る
べ
く

道
と
連
携
協
定
を
結
ん
で
様
々

な
取
り
組
み
を
し
て
い
る

こ

れ
か
ら
も
北
海
道
倶
楽
部
と
連

携
し

活
動
を
強
め
た
い
」
と

語
り

ビ

ル
片
手
に
乾
杯
の

音
頭

会
場
が
「
北
海
道
！
」

と
唱
和
し
て
懇
談
に
入

た

な
お
北
海
道
支
部
所
在
地
は

札
幌
市
中
央
区
北
十
一
条
西
十

五
丁
目
の
Ｊ
Ｒ
北
海
道
本
社
ビ

ル
一
階

倶楽部北海道支部開設

道
内
情
報
の
発
信
拠
点

記
念
パ

テ

に
政
経
済
人
ら

北
海
道
倶
楽
部
は
北
海
道
支
部
を
札
幌
に
開
設

し
た
の
を
記
念
し
て
九
月
二
十
六
日

札
幌
市
の

セ
ン
チ

リ

ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
で
支
部
開
設
記

念
パ

テ

を
開
い
た

国
会
議
員

釣
部
道

議
会
議
長
の
ほ
か

高
向
道
商
連
会
頭
ら
経
済
界

首
脳

高
橋
は
る
み
道
知
事

上
田
札
幌
市
長
を

は
じ
め
と
す
る
市
町
村
長
な
ど
百
二
十
人
が
出
席

し
た

北
海
道
支
部
は

北
海
道
の
観
光

食
な

ど
の
優
れ
た
道
内
情
報
を
集
め
首
都
圏
に
発
信

北
海
道
活
性
化
を
図
る
た
め
の
拠
点
と
な
る
も
の

で

出
席
者
か
ら
倶
楽
部
の
今
後
の
活
動
に
期
待

す
る
声
が
強
か

た

北海道支部開設記念パーティーには各界を代表的する顔ぶれが出席

あいさつする高橋北海道知事あいさつする釣部道議会議長

今
後
の
倶
楽
部
に
期
待
大

知
事
と
道
議
会
議
長
は
あ
い

さ
つ
の
中
で
「
今
後
の
倶
楽
部

に
大
い
に
期
待
す
る
」
と
そ
れ

ぞ
れ
次
ぎ
の
よ
う
に
語

た

北
海
道
知
事

高
橋
は
る
み
氏

北
海
道
倶
楽
部
を
「
ふ
る
さ

と
北
海
道
応
援
大
使
館
」
と
位

置
付
け

岡
村
進
副
理
事
長
に

初
代
大
使
に
な

て
い
た
だ
い

た

今
後
「
ふ
る
さ
と
納
税
」

そ
の
他
い
ろ
い
ろ
な
分
野
で
ご

協
力
い
た
だ
け
る
と
期
待
し
て

い
る

今
年
の
北
海
道
洞
爺
湖

サ
ミ

ト
は
知
名
度
ア

プ

ノ

ハ
ウ
の
蓄
積
な
ど
で

道

民
に
大
き
な
資
産
を
残
し
た

今
日
メ
モ
リ
ア
ル
パ

ク
が
完

成

百
年
後
に
開
け
る
カ
プ
セ

ル
に
様
々
な
記
録
を
入
れ
て
埋

め
た

百
年
後
の
北
海
道
は
ど

う
な

て
い
る
か
に
思
い
を
致

し
た
と
こ
ろ

こ
の
記
念
す
べ

き
年
に
北
海
道
倶
楽
部
が
支
部

を
立
ち
上
げ
た

こ
れ
か
ら
も

北
海
道
の
た
め
に
お
力
添
え
を

お
願
い
し
た
い

北
海
道
議
会
議
長

釣
部

勲
氏

北
海
道
倶
楽
部
は
今
回
支
部

を
開
設
し
て
活
動
を
強
化
さ
れ

る
と
い
う

北
海
道
に
と

て

大
変
心
強
い
こ
と
だ
と
意
を
強

く
し
て
い
る

今
年
サ
ミ

ト

が
開
か
れ

北
海
道
の
良
さ
を

世
界
に
知

て
も
ら

た

こ

れ
を
機
に
北
海
道
倶
楽
部
は
北

海
道
の
情
報
を
広
く
発
信
し
て

北
海
道
こ
こ
に
あ
り
と
い
う
と

こ
ろ
を
見
せ
て
ほ
し
い

北
海
道
倶
楽
部
は
七
月
の

「
交
流
の
夕
べ
」
で
道
か
ら

「
ふ
る
さ
と
北
海
道
応
援
大

使
館
」
の
認
定
を
受
け

高

橋
知
事
か
ら
初
代
大
使
に
岡

村
進
副
理
事
長
が
任
命
さ
れ

ま
し
た

倶
楽
部
は
今
後
「
ふ
る
さ

と
納
税
」
を
推
進
す
る
た

め

大
使
館

館
員

を
公

募
し
ま
す
「
館
員
」
資
格

は
北
海
道

道
内
の
市
町
村

に
寄
付
（
ふ
る
さ
と
納
税
）

し
た
人

ま
た
は
今
年
中
に

寄
付
す
る
意
思
を
明
ら
か
に

し
た
人
を
対
象
と
し
ま
す

十
月
二
十
四
日
の
「
道
産

子
の
会
」
で
高
橋
知
事
の
辞

令
が
渡
さ
れ

後
日
倶
楽
部

か
ら
記
念
品
（
北
海
道
の
特

産
品
）
を
贈
呈
し
ま
す

十

月
初
旬
に
「
道
産
子
の
会
」

案
内
状
と
応
募
要
項

申
込

用
紙
を
郵
送
し
ま
す

「
ふ
る
さ
と
納
税
」と
は

今
住
ん
で
い
る
自
治
体
に
納

税
す
る
住
民
税
の
一
部
を

ふ
る
さ
と
な
ど
皆
さ
ん
が
指

定
す
る
自
治
体
に
寄
付
す
る

も
の
で
す
「
大
使
館
」（
倶

楽
部
）
で
は

寄
付
先
の
北

海
道
の
自
治
体
か
ら
連
絡
が

い
く
よ
う
仲
介
し
ま
す

大
使
館
員
募
集

ふ
る
さ
と
北
海
道
応
援
大
使
館
ふるさと納税
キャンペーン
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第
四
十
五
回
「
道
産
子
の

会
」
が
十
月
二
十
四
日

東
京

・
目
黒
区
の
ウ

ス
テ

ン
ホ

テ
ル
東
京
で
開
か
れ

北
海
道

出
身
者
や
北
海
道
が
好
き
な
人

た
ち
約
五
百
人
が
集
ま

た

今
回
の
「
道
産
子
の
会
」
は

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
と
「
北

海
道
ち

と
暮
ら
し
」
事
業

に

北
海
道
倶
楽
部
と
し
て
協

力
す
る
た
め
の
キ

ン
ペ

ン

を
実
施
し
た

宮
崎
県
の
在
京

経
営
者
会
議
の
役
員
を
招
い
た

ほ
か
同
県
物
産
を
紹
介

今
後

の
他
府
県
と
の
交
流
拡
大
へ
の

布
石
を
打

た
―
な
ど

公
益

性
を
強
め
た
の
が
特
徴

早
稲
田
学
生
グ
ル

プ
「
東

京
花
火
」
が
そ

ら
ん
節
を
勇

壮
に
円
舞
す
る
中

会
は
午
後

六
時
に
始
ま

た

来
賓
あ
い
さ
つ
の
あ
と

山

本
邦
彦
道
副
知
事
が

倶
楽
部

を
通
じ
て
「
ふ
る
さ
と
納
税
」

を
す
る
と
表
明
し
た
七
十
人
の

う
ち

こ
の
日
出
席
し
た
人

に
「
ふ
る
さ
と
北
海
道
応
援

大
使
館
」
館
員
任
命
証
を
手
渡

し
た

ま
た
岡
村
進
大
使
（
倶

楽
部
副
理
事
長
）
か
ら
五
千
円

相
当
の
北
海
道
特
産
品
ギ
フ
ト

カ
タ
ロ
グ
も
贈
ら
れ
た

次
い
で
「
住
ん
で
み
た
い
北

海
道
推
進
会
議
」
副
会
長
の
小

池
明
夫
氏
（
倶
楽
部
北
海
道
支

部
長
）
が
「
北
海
道
ち

と
暮
ら
し
」
を
官
民
一
体
と
な

て
進
め
て
い
る
現
状
を
説

明

協
力
を
呼
び
掛
け
た

こ
の
あ
と
サ

ポ
ロ
ホ

ル

デ

ン
グ
ス
社
長
（
倶
楽
部
副

会
長
）が
乾
杯
の
音
頭
を
取
り

会
場
が
こ
れ
に
「
道
産
子
！
」

と
唱
和
し
て
懇
親
会
に

ア
ト
ラ
ク
シ

ン
は
早
稲
田

学
生
グ
ル

プ
「
東
京
花
火
」

に
よ
る
よ
さ
こ
い
ソ

ラ
ン
な
ど
の
演
舞

次

い
で
福
引
き
抽
選
会
に

移

た
今
回
協
賛
企
業
か
ら

提
供
さ
れ
た
景
品
は
過

去
最
大
の
百
九
十

「
ち

と
暮
ら
し
の

旅
」
招
待
目
録
の
ほ

か

東
京
―
札
幌
無
料

航
空
券
付
き
有
名
ホ
テ

ル
ペ
ア
宿
泊
券

毛
皮

コ

ト

北
海
道
出
身

西
村
計
雄
画
伯
（
一
九

〇
九
―
二
〇
〇
〇
）
の

版
画

そ
の
他
豪
華
な
景
品
が

次
々
提
供
さ
れ
た

宮
崎
県
在

京
経
営
者
会
議
か
ら
は

宮
崎

特
産
焼
酎
「
甕
雫
」
が
提
供
さ

れ
た料

理
は
帆
立
て
貝
の
ク
リ

ミ

コ
ロ

ケ

ジ
ン
ギ
ス
カ

ン

秋
サ
ケ
の
押
し
鮨

石
狩

鍋
な
ど
道
産
食
材
を
使

た
も

の
が
ふ
ん
だ
ん
に

会
終
了
後
は
全
員
に
美
幌
農

高
生
徒
が
作

た
か
ぼ
ち

や

宮
崎
県
特
産
品
な
ど
が
入

た
お
土
産
袋
が
渡
さ
れ
た

第４５回「道産子の会」開く

北
海
道
応
援
「
ふ
る
さ
と
納
税
」

「
ち

と
暮
ら
し
」１
週
間
の
旅

“納税”を申し出た人に大使館員任命証が渡された

２
大
キ

ン
ペ

ン
を
実
施

７０
人
が
納
税
の
申
し
出

早稲田学生グループ「東京花火」の勇壮な演舞

美
幌
農
高
生
徒
が
作

た
か
ぼ

ち

は
「
お
い
し
い
」
と
評
判

過去最多の景品で、引き渡し所は大にぎわい

キ

ン
ペ

ン
の
内
容

特
産
品
プ
レ
ゼ
ン
ト

「
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
」
に

よ
り
倶
楽
部
の
仲
介
で
三
万
円

以
上
北
海
道

ま
た
は
道
内
市

町
村
に
寄
付
し
た
こ
と
が
確
認

さ
れ
た
場
合

寄
付
者
自
己
負

担
に
見
合
う
五
千
円
相
当
の
北

海
道
の
特
産
品
が
プ
レ
ゼ
ン
ト

さ
れ
る

寄
付
し
た
あ
と
確
定
申
告
す

る
と

寄
付
額
の
う
ち
五
千
円

を
除
い
て
住
民
税

所
得
税
が

軽
減
さ
れ
る

寄
付
の
意
思
が

あ
る
人
は
倶
楽
部
事
務
局
に
連

絡
す
る
こ
と

北
海
道
生
活
体
験
「
ち

と
暮
ら
し
の
旅
」
は
「
住
ん

で
み
た
い
北
海
道
推
進
会
議
」

の
協
力
を
得
て

北
海
道
倶
楽

部
が
実
施
す
る

最
大
六
泊
七
日
間
の
旅
行
で

函
館

釧
路

室
蘭

登
別
の

各
市
と
豊
浦

浦
河
の
各
町
か

ら
選
ぶ

こ
れ
ら
の
市
町
は
ホ

テ
ル
な
ど
の
宿
泊
施
設
を
用
意

し
て
い
る

参
加
し
た
ペ
ア
か

ら
旅
行
の
感
想
を
聞
き

移
住

促
進
事
業
の
参
考
に
す
る

案
内
総
合
窓
口
は
「
住
ん
で

み
た
い
北
海
道
推
進
事
務
局
」

（

０
１
１
・
２
５
１
・
３
１

８
８
）
同
事
務
局
が
基
本
的

な
手
配
を
し
た
後

Ｊ
Ｒ
北
海

道
プ
ラ
ザ
（
東
京
駅
）
が
参
加

者
に
詳
し
い
説
明
を
す
る

利

用
期
間
は
今
年
十
二
月
一
日
か

ら
来
年
十
一
月
三
十
日

ペ
ア
で
３
組
を
招
待

「
ふ
る
さ
と
納
税
」

「
北
海
道
ち

と
暮
ら
し
」
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単位

増 減 差引

社 数 （社） 169 10 13 △ 3 166

口 数 （口） 289 12 17 △ 5 284

登録会員数 （名） 391 74 97 △ 23 368

（名） 286 44 31 13 299

（名） 677 118 128 △ 10 667

維
　
持
　
会
　
員

正 会 員 数

個 人 会 員 数 合 計

　平成２０年度　会員異動状況　
（平成２０年１２月３１日現在）

平
成
１
９
年
度
末

内　　　容 平
成
２
０
年
度
末
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損
益

計
算

書
(正

味
財

産
増

減
計

算
書

)
社

団
法

人
　

北
海

道
倶

楽
部

事
業

決
算

仕
訳

を
含

む
交

流
事

業

 平
成

2
0
年

1
月

1
日

～
平

成
2
0
年

1
2
月

3
1
日

新
年

交
礼

会
交

流
の

夕
べ

道
産

子
の

会
北

海
道

支
部

交
流

事
業

(共
通

)
交

流
事

業
(合

計
)

メ
デ

ィ
ア

事
業

調
査

研
究

事
業

事
業

(共
通

)
事

業
(合

計
)

事
業

所
(共

通
)

事
業

所
(合

計
)

[収
入

]
基

本
財

産
収

入
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
7
0
1

7
0
1

入
会

金
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1
5
0
,0

0
0

1
5
0
,0

0
0

会
員

会
費

収
入

正
会

員
会

費
収

入
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
4
,1

2
5
,0

0
0

4
,1

2
5
,0

0
0

維
持

会
員

会
費

収
入

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

8
,4

0
0
,0

0
0

8
,4

0
0
,0

0
0

広
告

収
入

0
0

0
0

0
0

1
,8

3
0
,0

0
0

0
0

1
,8

3
0
,0

0
0

0
1
,8

3
0
,0

0
0

交
流

会
関

係
収

入
1
,6

9
0
,0

0
0

8
4
3
,5

0
0

5
,5

3
0
,0

0
0

4
7
5
,0

0
0

0
8
,5

3
8
,5

0
0

0
0

0
8
,5

3
8
,5

0
0

0
8
,5

3
8
,5

0
0

公
益

事
業

引
当

金
収

入
0

0
0

0
0

0
0

0
2
,1

7
5
,4

7
2

2
,1

7
5
,4

7
2

0
2
,1

7
5
,4

7
2

収
入

高
合

計
1
,6

9
0
,0

0
0

8
4
3
,5

0
0

5
,5

3
0
,0

0
0

4
7
5
,0

0
0

0
8
,5

3
8
,5

0
0

1
,8

3
0
,0

0
0

0
2
,1

7
5
,4

7
2

1
2
,5

4
3
,9

7
2

1
2
,6

7
5
,7

0
1

2
5
,2

1
9
,6

7
3

[事
業

費
・
管

理
費

]
給

料
手

当
0

0
1
3
0

0
0
0

0
0

1
3
0

0
0
0

0
0

3
1
2
5

7
4
0

3
2
5
5

7
4
0

3
1
2
5

7
4
0

6
3
8
1

4
8
0

給
料

手
当

0
0

1
3
0
,0

0
0

0
0

1
3
0
,0

0
0

0
0

3
,1

2
5
,7

4
0

3
,2

5
5
,7

4
0

3
,1

2
5
,7

4
0

6
,3

8
1
,4

8
0

諸
謝

金
・
雑

給
1
0
,0

0
0

0
1
0
0
,0

0
0

0
0

1
1
0
,0

0
0

0
8
8
,7

5
0

1
5
5
,0

0
0

3
5
3
,7

5
0

0
3
5
3
,7

5
0

法
定

福
利

費
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
4
8
6
,3

1
1

4
8
6
,3

1
1

福
利

厚
生

費
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
7
9
,4

0
0

7
9
,4

0
0

退
職

給
付

繰
入

額
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1
1
7
,0

0
0

1
1
7
,0

0
0

外
注

費
（
会

報
・
公

益
事

業
）

0
2
9
,4

0
0

1
,0

4
4
,4

0
3

0
0

1
,0

7
3
,8

0
3

4
,9

9
4
,1

6
0

0
1
,1

6
9
,6

8
0

7
,2

3
7
,6

4
3

1
1
4
,4

5
0

7
,3

5
2
,0

9
3

荷
造

運
賃

0
1
,2

6
0

1
9
1
,9

8
0

0
0

1
9
3
,2

4
0

9
5
0

0
0

1
9
4
,1

9
0

0
1
9
4
,1

9
0

会
議

費
0

0
2
2
,6

8
0

0
0

2
2
,6

8
0

5
3
,8

6
5

9
3
,0

0
0

3
2
,0

2
5

2
0
1
,5

7
0

1
5
4
,5

4
0

3
5
6
,1

1
0

会
議

費
,

,
,

,
,

,
,

,
旅

費
交

通
費

3
,1

7
0

0
6
,5

3
0

6
7
,3

0
0

6
4
0
,0

6
0

7
1
7
,0

6
0

8
6
,3

5
0

2
,6

4
0

9
,4

5
0

8
1
5
,5

0
0

6
4
0

8
1
6
,1

4
0

通
信

費
1
2
8
,0

1
0

5
2
,7

6
5

6
6
,8

4
0

5
3
,1

7
7

2
,6

4
0

3
0
3
,4

3
2

5
0
4
,8

2
0

0
3
,3

8
0

8
1
1
,6

3
2

3
9
9
,1

6
1
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社団法人　北海道倶楽部
キャッシュフロー計算書
(間接法、平成20年度は試行である)
平成20年1月1日～平成20年12月31日

加算減算項目 計算項目 同左　加算減算
当期純損益金額（当期正味財産減少額） △ 3,389,700 △ 3,389,700
公益事業引当金収入 2,175,472 △ 2,175,472
退職給付繰入額 117,000 117,000
雑損失 805,882 805,882
長期貸付金返済額 86 432 86 432長期貸付金返済額 86,432 86,432
未収金　入金 25,000 25,000
仮払金　支出 23,760 △ 23,760
仮受金　残高減 △ 71,249 △ 71,249
未払金　支出 4,240 4,240

キャッシュフロー △ 4,621,627
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（平成20年12月31日）

（単位：円）

科 目 備　考

I　資　産　の　部

1．流　動　資　産

現 金 ・ 預 金 32,062,748
未 収 金 0

仮 払 金 150,000 新年交礼会はがき

流　動　資　産　合　計 32,212,748

２．固　定　資　産

（１） 基 本 財 産

定 期 預 金 200,000

基 本 財 産 合 計 200,000

（２） そ の 他 固 定 資 産

什 器 備 品 3,000

電 話 加 入 権 180,000

その他固定資産合計 183,000

固　定　資　産　合　計 383,000

資　　産　　合　　計  

Ⅱ　負　債　の　部

１．流　動　負　債
未 払 金 4,240

仮 受 金 413,980
流 動 負 債 合 計 418,220

２．固　定　負　債
退 職 給 与 引 当 金 353,000

公 益 事 業 引 当 金 31,824,528

固 定 負 債 合 計 32,177,528

負　　債　　合　　計 32,595,748

Ⅲ　正　味　財　産　の　部
前期繰越正味財産額 3,389,700

当期正味財産減少額 △ 3,389,700

正　味　財　産　合　計 0

負債および正味財産合計 32,595,748

貸　借　対　照　表

金　　　　額
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資産および負債の科目別増減額
（平成20年12月31日現
在 ）

（単位：円）

科 目 当　期 前　期 増減額 備　考

I　資　産　の　部

1．流　動　資　産

現 金 ・ 預 金 32,062,748 36,684,375 △ 4,621,627

未 収 金 0 25,000 △ 25,000

仮 払 金 150,000 126,240 23,760

流　動　資　産　合　計 32,212,748 36,835,615 △ 4,622,867

２．固　定　資　産

（１） 基 本 財 産

定 期 預 金 200,000 200,000 0

基 本 財 産 合 計 200,000 200,000 0

（２） そ の 他 固 定 資 産

什 器 備 品 3,000 3,000 0

電 話 加 入 権 180,000 180,000 0

その他固定資産合計 183,000 183,000 0

固　定　資　産　合　計 383,000 383,000 0

３． そ の 他 資 産

長 期 貸 付 金 0 892,314 △ 892,314

そ の 他 資 産 合 計 0 892,314 △ 892,314

資　　産　　合　　計 32,595,748 38,110,929 △ 5,515,181

Ⅱ　負　債　の　部

１．流　動　負　債

仮 受 金 413,980 485,229 △ 71,249

未 払 金 4,240 4,240

流 動 負 債 合 計 418,220 485,229 △ 67,009

２．固　定　負　債

退 職 給 与 引 当 金 353,000 236,000 117,000

公 益 事 業 引 当 金 31,824,528 34,000,000 △ 2,175,472

固 定 負 債 合 計 32,177,528 34,236,000 △ 2,058,472

負　　債　　合　　計 32,595,748 34,721,229 △ 2,125,481

Ⅲ　正　味　財　産　の　部

前期繰越正味財産額 3,389,700 5,788,158 △ 2,398,458

当期正味財産減少額 △ 3,389,700 △ 2,398,458 △ 991,242

正　味　財　産　合　計 0 3,389,700 △ 3,389,700

負債および正味財産合計 32,595,748 38,110,929 △ 5,515,181
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（平成20年12月31日現在）
（単位：円）

科 目 備　考

I　資　産　の　部
1．流　動　資　産
現　金　・　預　金

現 金 手 元 有 高 0
普通預金 みずほ銀行 4,411,559
普通預金 みずほ銀行 170,000
普通預金 北洋銀行 5,015,586
普通預金 北海道銀行 2,072,735
定期預金 北洋銀行 10,000,000
定期預金 北海道銀行 10,000,000
郵 便 振 替 預 金 392,868
未 収 金 0
仮 払 金
流 資 産

150,000 新年交礼会はがき

流　動　資　産　合　計 32,212,748

２．固　定　資　産
（１） 基 本 財 産

定 期 預 金 200,000
基 本 財 産 合 計 200,000

（２） そ の 他 固 定 資 産
什 器 備 品 3,000
電 話 加 入 権 180,000
その他固定資産合計 183,000

固　定　資　産　合　計 383,000

資　　産　　合　　計 32,595,748

Ⅱ　負　債　の　部

１．流　動　負　債
未 払 金 4,240
仮 受 金 所 得 税 308,200
仮 受 金 雇 用 保 険 15,780
仮 受 金 年 会 費 90,000
流 動 負 債 合 計 418,220

２．固　定　負　債
退 職 給 与 引 当 金 353,000
公 益 事 業 引 当 金 31,824,528

固 定 負 債 合 計 32,177,528

負　　債　　合　　計 32,595,748

Ⅲ　正　味　財　産　の　部
正　味　財　産　合　計 0

負債および正味財産合計 32,595,748

財　産　目　録

金　　　　額
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計算書類に対する注記

1 重要な会計方針ほか
（１）

（２）固定資産の償却は定額法による。
（３）退職給付繰入額（退職給与引当金）は期末要支給額の100％を計上している。
（４）

（５）

（６）

2 基本財産の増減および残高
（単位：円）

科　　目 前期末残高 期中増減 当期末残高
定 期 預 金 200,000 0 200,000
基 本 財 産 合 計 200,000 0 200,000

3 流動資産・流動負債と収支差額

科　　　目 前期末残高 期中増減 当期末残高
現金・預金 36,684,375 △ 4,621,627 32,062,748
その他流動資産 151,240 △ 1,240 150,000

流動資産合計 36,835,615 △ 4,622,867 32,212,748

その他流動負債 485,229 △ 67,009 418,220
流動負債合計 485,229 △ 67,009 418,220

収支差額 36,350,386 △ 4,555,858 31,794,528

長期貸付金期末残を今期雑損失に計上した。以後返済等があれば雑収入に
計上する。

新しい公益法人会計基準にあわせ、管理費と公益事業費を事業部門ごとに区
分し損益計算書を作成した。前年と対比のため同様な項目はまとめた。

資金の範囲は原則流動資産と流動負債とする。なお、前期末および当期末残
高は、下記3．に記載するとおりである。

給料手当、賃借料（行政財産使用料（北海道東京事務所）、北海道支部使用貸
借料）、リース料（電話機器）を事業費と管理費に各１／２配賦した。
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以上の通り報告いたします。

平成21年3月4日

社団法人　北海道倶楽部

会長兼理事長　松田　昌士

平成21年1月27日

社団法人　北海道倶楽部

監事　森田　松太郎

監事　田中　修

監事　沼田　和之

監 査 報 告 書

平成20年度の会計報告につき、諸帳票、帳簿を詳細に調査いたしましたところ適
法かつ適正であることを認めます。
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平成２１年度 事 業 計 画平成２１年度　事　業　計　画
平成21年1月1日 から 平成21年12月31日 まで平成21年1月1日　から　平成21年12月31日　まで

種 別 内 容種　別 内　　　　　　　容
平成２１年度事業計画平成２１年度事業計画

１ 基本方針 平成20年の事業計画並びに下記各条項を踏まえ 本年は具体的な事業実施をおこなう１．基本方針 平成20年の事業計画並びに下記各条項を踏まえ、本年は具体的な事業実施をおこなう
とともに 事業の推進体制を整備するとともに、事業の推進体制を整備する。
「公益社団法人及び公益財団法人の認定等に関する法律」の第2条第４号と別表　　「公益社団法人及び公益財団法人の認定等に関する法律」の第2条第４号と別表
「公益認定等に関する運用に て （公益認定等ガイドライ ）　　「公益認定等に関する運用について」（公益認定等ガイドライン）

参考：考
平成20年の事業計画（抄） １ 基本方針平成20年の事業計画（抄） １．基本方針

現定款の下 公益社団法人の認定を受けるため体制を整え 5年以内の認定を目指す 現定款の下、公益社団法人の認定を受けるため体制を整え、5年以内の認定を目指す。
認定基準をみたす下記公益目的事業に取り組む。
 公益目的事業：「公益社団法人及び公益財団法人の認定等に関する法律第2条別表19（地域社会の健全公 目的事業 公 社団法人及 公 財団法人 認定等 関す 法律第 条別表 （地域社会 健
な発展を目的とする事業）」に合致する”北海道の発展に貢献する事業”な発展を目的とする事業）」に合致する 北海道の発展に貢献する事業
２ 中心の事業２．中心の事業
事業は情報の交流を中心とする。なかでも、北海道の情報を道外に発信する分野は北海道にとって必要
な分野であるから特に注力する。な分野であるから特 注力する。

２．管理分野の計画 ・公益社団法人認定に向け、管理部会を充実させ、新しい公益社団法人の定款につい
て案作成を行う あわせて 公益社団法人認定申請の適切な時期を見定めるて案作成を行う。あわせて、公益社団法人認定申請の適切な時期を見定める。

・公益社団法人認定に向け 昨年度より対応した新しい会計基準による会計処理を行　 ・公益社団法人認定に向け、昨年度より対応した新しい会計基準による会計処理を行
う。昨年に引き続き公益事業引当金を、公益事業の対応に活用する。う。昨年に引き続き公益事業引当金を、公益事業 対応に活用する。
（本年度は8 000 000円引落し公益事業の対応に活用する ）（本年度は8,000,000円引落し公益事業の対応に活用する。）

・公益事業活性化のため 引き続き会員増に取り組むと共に新しい会員制度の検討を公益事業活性化のため、引き続き会員増に取り組むと共に新しい会員制度の検討を
行う行う。

当法 各活動 定款 基本方針 プ 等 検討・当法人の各活動について、定款、基本方針、コンプライアンス等の面から検討、調
整する整する。

３ 新規事業分野 ・平成20年に設立した北海道支部でとりまとめた北海道の地元ニーズ等を踏まえ、３．新規事業分野
の計画

平成20年に設立した北海道支部でとりまとめた北海道の地元ニ ズ等を踏まえ、
「情報の道外 の発信 交流 をおこなう　　            の計画 「情報の道外への発信、交流」をおこなう。

（別表参照） ・イベント 情報の発信・交流の媒体 システム等手法（都心繁華街等でのイベン（別表参照） ・イベント、情報の発信・交流の媒体、システム等手法（都心繁華街等でのイベン
ト・フェア開催、交流会、会報、パンフレット、インターネット）の調査、研究を行
い活用をはかるい活用をはかる。

・情報の発信、交流について、下記分野ごとに担当を置き、推進実施体制を確立す情報の発信、交流について、下記分野ごとに担当を置き、推進実施体制を確立す
るる。
ふるさと納税の継続推進について　ふるさと納税の継続推進について
ち と暮らし（本年から移住フ ア主催団体として参加）の継続推進に いて　ちょっと暮らし（本年から移住フェア主催団体として参加）の継続推進について
北海道情報ラックの設置継続推進について　北海道情報ラックの設置継続推進について
環境問題 の対応　環境問題への対応
食の安全に関して　食の安全に関して
北方領土問題に　北方領土問題について
新幹線の北海道延伸について　新幹線の北海道延伸について
ども 交流 自然 村　こどもの交流　自然の村について
アイヌ文化について　アイヌ文化について
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種 別 内 容種　別 内　　　　　　　容
４ 既存事業分野 昨年に引き続き 基本方針を踏まえ すべて 既存公益事業に公益性 ウ イトを４．既存事業分野 ・ 昨年に引き続き、基本方針を踏まえ、すべての既存公益事業に公益性のウェイトを

の計画 強める　　　　　　の計画
（別表参照）

強める。
（別表参照）

・新事業部会、管理部会、北海道支部と連携しながら、既存公益事業を行う実施体制
を整備するを整備する。

５．北海道支部の計画 ・北海道に事業拠点を持つ会員（個人会員、維持会員）、一般道民等から北海道発展
（別表参照） のための地元ニーズを発掘をするとともに対応策を検討する　　　（別表参照） のための地元ニーズを発掘をするとともに対応策を検討する。

道在住者のニ ズやアイデアを得るため 交流会を行うとともに 般紙への広告・道在住者のニーズやアイデアを得るため、交流会を行うとともに、一般紙への広告
等を検討する。等を検討する。

６ 組 織 ・組織は昨年同様とするが 計画を実施するためより強化する。６．組　織 組織は昨年同様とするが、計画を実施するためより強化する。

別表：別表：
　公益事業計画詳細 新年交礼会　　　1/23(金)　於　ホテルニューオータニ 1月公益事業計画詳細 新年交礼会 / 3(金) 於 ホテル ュ オ タ

各部会対応 ふるさと納税キャンペーン（会員ほか約１８０名：一般紙ほかに案内）各部会対応 ふるさと納税キャンペ ン（会員ほか約１８０名： 般紙ほかに案内）
（仮称）北海道支部交流の夕べ （北海道のニ ズを把握） 春から（仮称）北海道支部交流の夕べ　（北海道のニーズを把握）
キ ペ を目的とした北海道支部 交流会（会員 か約 名 般紙 か

春から各キャンペーン
キャンペーンを目的とした北海道支部の交流会（会員ほか約１５０名：一般紙ほかに 夏

各キャ
内容は検討中

交流の夕べ 8月
内容は検討中

交流の夕べ 8月

キ ンペ ンを目的とした夏の交流会（会員ほか約１５０名： 般紙ほかに案内）キャンペーンを目的とした夏の交流会（会員ほか約１５０名：一般紙ほかに案内）
道産子の会　名称をふさわしいものに変更を検討中 10月

キャンペーンを目的とした秋の北海道を愛する者の集いキャンペ ンを目的とした秋の北海道を愛する者の集い
（会員ほか約６００名：一般紙ほかに案内 内容は検討中）（会員ほか約６００名：一般紙ほかに案内　内容は検討中）
「特別講演会 ：講演者 未定 春から「特別講演会」：講演者　未定 春から

夏（広く一般参加者に呼びかけ公益的な講演会とする） 夏（広 般参 者 呼 公 的 講演会 ）
行政懇談会 秋行政懇談会 秋

北海道 市町村など関係行政機関との意見交換会北海道、市町村など関係行政機関との意見交換会
メデ ア懇話会 随時メディア懇話会 随時

マスメディアとの融合を図り、情報を発信する会メディアと 融合を図り、情報を発信する会
その他事業 未定その他事業 未定

（北海道支部の事業など 検討中）（北海道支部の事業など　検討中）
会報 発行 配布 名称変更 うえ 北海道 情報誌とし 発行する 毎月会報の発行・配布　　名称変更のうえ、北海道の情報誌として発行する 毎月

新たな名称、内容と配布先の開拓及び配布方法の検討 維持会員の積極的な情報提供新たな名称、内容と配布先の開拓及び配布方法の検討　維持会員の積極的な情報提供
（配布先例：北海道情報ラック 他の情報誌に同封 北海道関連施設）（配布先例：北海道情報ラック、他の情報誌に同封、北海道関連施設）
ホ ムペ ジの作成 更新 掲示板新設 随時ホームページの作成・更新、掲示板新設 随時

般向 ジ 刷新 更新一般向けホームページに刷新・更新
その他広報活動 （上記以外の道内情報発信方法） 未定その他広報活動　（上記以外の道内情報発信方法）
キャンペーン「ふるさと納税」の継続推進 随時キャンペーン「ふるさと納税」の継続推進 随時

本年も交流会 メデ アを通じ推進本年も交流会、メディアを通じ推進
秋移住フェア主催 秋

移住フェアを「住んでみたい北海道」推進会議と共催移住フェアを「住んでみたい北海道」推進会議と共催
北海道情報ラックの設置を継続推進 随時北海道情報ラックの設置を継続推進 随時

設置方法 コンテンツ配布方法を整備設置方法、コンテンツ配布方法を整備

親睦会 各年親睦会 各年

北星会（ｺﾞﾙﾌ） 麻雀会 囲碁会 キャンペーンの協賛も検討 4回北星会（ｺ ﾙﾌ）、麻雀会、囲碁会　キャンペーンの協賛も検討 4回
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その他総会議案 

１．「会長、理事長」任免の件 

4 月 1 日付で、松田昌士会長兼理事長は、理事長職のみ辞任、新任理事長に西

村 守正副理事長を選任する。 

これにより、会長 松田昌士、理事長 西村守正（兼管理部会長）となる。（任

期平成 22年 3月 22日まで） 

 

２．「常務理事」ならびに「総会構成員」の件 

標記の件について12月 17日理事会で下記の通り決定されたので総会において

も下記 2件のご承認をお願いしたい。 

（１）常務理事は、定款によれば若干名と定められている。北海道倶楽部の常

務理事は現在 18名と大変多い。公益社団法人移行に先立ち、現常務理事には全

員辞表を出していただき（辞表を提出いただけない方は、定款第 17条第 4項の

特別な事情のある場合とし、この総会で決議する。）、移行時に今後の役員構成

を考えることとしたい。 

（２）定款上総会の構成員の規定が曖昧である。維持会員の総会での議決権は

ないのかについて疑問点があるので、理事会で以下の解釈をすることを確認し、

総会において承認を得る。 

総会の構成員、議決権については、「正会員」と「維持会員から推薦を受けた登

録会員」の 2会員資格に限ると従来から解釈されてきた。負担する会費からも

このように考えるのが妥当である。 

・公益社団法人の定款作成においては明確に規定する。 

 

３．「除名」の件 

標記の件について以下の通り総会の議決をお願いしたい。 

平成 20年度分までの会費の滞納額が 45，000 円以上で、再請求をしても納入

が無く、かつ退会しない個人会員は定款第 11条第 1号にもとづき除名する。（個

人名は伏せさせていただきます。） 

以上 

－26－
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